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第 31回　ふれあいスクール

目　次
ボランティアの紹介　…………………………………　５
ふまねっと運動、まちづくりシエンひろばの開催予定
ファミリー・サポート・センター　…………………　６
児童センター、子育て支援センター　………………　７
身体障害者福祉センター　……………………………　８

赤い羽根共同募金のお願い　…………………………　２
寄付及び義援金のお礼　　……………………………　３
鳥栖市災害ボランティアへの登録のお願い
地区社協の紹介、あんしんサポートセンター　……　４
優しい認知症ケアＤＶＤ貸出のご案内

◎「第３１回ふれあいスクール」の開催（平成３０年７月２４日（火）～２６日（木））
　市内各小学校の５・６年生３８名に参加していただきました。
◎「第２０回中学生ボランティア体験スクール」の開催（平成３０年８月２０日（月）～２２日（水））
　市内各中学校から１９名に参加していただきました。
　小学生、中学生の皆さんは、日本赤十字社佐賀県支部の防災講習や福祉施設での体験や作業等をとおし
　て、様々な福祉について学ぶことができました。また中学生の２４時間テレビチャリティ募金活動では
　94,719 円のご寄付をいただきました。ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

第 20回　中学生ボランティア体験スクール
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　日頃から、赤い羽根共同募金運動にご理解、ご協力を賜り誠にありがとうございます。昨年度
お寄せいただいた寄付金（鳥栖市内総額７，９９６，９８６円）により本年度、佐賀県共同募金
会から当協議会に総額６，２５１，６０４円の配分金を交付していただきます。内容は次のとお
りです。
　今年も赤い羽根共同募金運動を１０月から開始いたします。これからも赤い羽根共同募金運動
にご理解、ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

【社会福祉協議会配分額】　　　　　6,251,604 円
　※ 歳末たすけあい充当配分含む
児童遊園遊具の新設･修理助成　　　　　 　603,000 円
団体助成　　　　　　　　　　　　　　　1,044,604 円
一人暮らし老人会食会助成　　　　　　　1,102,000 円
ふれあいいきいきサロン助成                     485,000 円
子どもとのふれあいｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ教室助成　165,000 円
ふれあい広場　　　　　　　　　　　　　　560,000 円
社協だよりの発行　　　　　　　　　　　　739,000 円
安心・安全なまちづくり支援事業　　　　　604,000 円
募金活動推進費　　　　　　　　　　　　　469,000 円
ボランティア学校協力校助成　　　　　　　480,000 円

田代外町
川への立ち入り禁止看板

赤い羽根共同募金は災害復興に活用されています。

西新町　遊具の修理・塗装
今年は11月10日(土)に開催します。
皆様のご来場お待ちしております。

５００円の募金で進呈します。
ご協力をよろしくお願いします。

　平成２９年７月５日から６日に九州北部地方で発生した豪
雨災害では、福岡県の朝倉市、東峰村、大分県の日田市など、九
州北部の広域にわたって大きな被害が発生し、全壊２８９棟、
半壊１，０８４棟、一部損壊９４棟、床上浸水２０３棟の住家被
害が確認されました。こうした被害に対して各地で災害ボラン
ティアセンターを設置し、支援活動を展開しました。

( 朝倉市災害ＶＣ 杷木サテライト )【災害等準備金助成の状況】
福岡県共同募金会

※ ＶＣ＝ボランティアセンター

１
２
３

朝倉市災害ＶＣ
東峰村災害ＶＣ
添田町災害ＶＣ

6,000,000 円
6,000,000 円
2,172,231 円
14,172,231 円合　計

大分県共同募金会
１
２
日田市災害ＶＣ
中津市社会福祉協議会

5,614,700 円
323,648 円
5,938,348 円合　計
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(当協議会職員が運営支援で派遣
された朝倉市での活動状況)

義援金へのご協力ありがとうございます
　皆様からご協力いただきました義援金は、
日本赤十字社佐賀県支部を通じ、被災地の
復興支援のために活用されています。

～お寄せいただいた義援金は全額を被災された皆様にお届けします～

　１　各被災都道府県における義援金配分委員会の設置
　　　各被災都道府県は、日本赤十字社の各都道府県支部やその他
　　　の義援金受入団体、報道機関などの関係者からなる「義援金
　　　配分委員会」を設置し、義援金の配分について協議、決定し
　　　ます。
　２　義援金の募集、受付
　　　日本赤十字社は義援金の受付を開始します。
　３　日本赤十字社から義援金配分委員会への送金
　　　日本赤十字社はお寄せいただいた義援金を全額被災都道府県
　　　に設置された義援金配分委員会へ送金します。
　４　配分対象市町村への送金
　　　各都道府県の義援金配分委員会の決定に基づき、管下の配分
　　　対象市町村へ義援金が送金されます。
　５　市町村から被災者への義援金の配分
　　　被災された方々からの申請に基づき、各市町村から義援金が
　　　届けられます。

【義援金が被災された方に届くまで】

東日本大震災義援金
義援金総額

42,467,750
平成28年度熊本地震災害義援金
義援金総額

義援金総額

義援金総額
289,127

平成30年７月豪雨災害義援金

3,460,123
平成29年7月5日からの大雨災害義援金

5,725,549

円

円

円

円
鳥栖市社会福祉協議会
（平成30年8月31日現在）
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～地区社会福祉協議会紹介～
鳥栖市内８小学校区にはそれぞれ地区社会福祉協議会が設置されています。

福祉サービス利用援助事業福祉サービス利用援助事業 あんしんサポートあんしんサポート
　あんしんサポートとは、認知症高齢者や、知的障害・精神障害などで判断能力に不安のある方
が、地域で安心して暮らせるように、福祉サービスの利用手続き、利用料の支払い及び重要書類
のお預かりなどを行う事業です。

鳥栖市あんしんサポートセンター鳥栖市あんしんサポートセンター
☎0942-81-5480☎0942-81-5480

利用料（相談は無料、契約後支援開始から有料です。）
・1時間まで :1,200 円　以降 30分毎に 600円加算
・交通費 :１㎞ 当たり 37円（社協を基点に支援移動の往復距離）

契　約契　約相　談相　談 訪　問訪　問 支援計画支援計画

有　料有　料

支援の流れ支援の流れ 支援開始支援開始

８地区のコーディネーターは、奇数月に
定例会を開催しています（年間６回）。
各地区ごとの行事の予定や報告、また市
社協との連携についてなど協議します。
写真は７月の定例会議の様子です。

地　　区 電話番号 主な駐在日
鳥　栖地区社協
鳥栖北地区社協
田　代地区社協
弥生が丘地区社協
若　葉地区社協
基　里地区社協
　麓　地区社協
　旭　地区社協

８３－０５２７
８４－５５１３
８３－９７５５
５５－１６４０
８２－２５６０
８３－５７７４
８４－１０３１
８５－３７３５

金曜日
火、金曜日
水、金曜日
火、金曜日
水、金曜日
火、金曜日
火、金曜日
月、水曜日

　地区社会福祉協議会は、市社会福祉協議会と協働
し、地域住民相互による福祉の充実・普及・啓発等の
推進活動を行っています。各地区社会福祉協議会には
活動の実務を担うコーディネーターが駐在し、地域に
根差した福祉活動を展開されています。
　各地区社協コーディネーターの駐在日程は地区によ
り異なります。詳しくは市社協、または各地区社協へ
お問い合わせ下さい。

写真
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鳥栖まちづくり
推進センター分館

中央老人
福祉センター

田代まちづくり
推進センター分館

弥生が丘まちづくり
推進センター

若葉まちづくり
推進センター

基里まちづくり
推進センター分館

麓まちづくり
推進センター

旭まちづくり
推進センター

第１・３月曜日
10:30～ 12:00

第２・４月曜日
10:30～ 12:00

第１・３金曜日
10:30～ 12:00

第１・３水曜日
10:30～ 12:00

第２・４木曜日
10:30～ 12:00

第１・３木曜日
10:30～ 12:00

第１・３火曜日
13:30～ 15:00

第２・４水曜日
13:30～ 15:00

第３金曜日
10:00～ 12:00

第２水曜日
13:00～ 15:00

第４木曜日
10:00～ 12:00

第２火曜日
13:00～ 15:00

第３月曜日
13:00～ 15:00

第２木曜日
10:00～ 12:00

第４月曜日
10:00～ 12:00

第２金曜日
13:00～ 15:00

１６日

１４日

2２日

１３日

１９日

８日

２６日

９日

会　場
開催時間

１日
１５日
９日㈫
２２日
５日
１９日
３日
１７日
１１日
２５日
４日
１８日
２日
1６日
１０日
２４日

10月

５日
１９日
１２日
２６日
２日
１６日
７日
２１日
８日
２２日
１日
１５日
６日
２０日
１４日
２８日

11月

３日
１７日
１０日

 ２５日㈫
７日

２１日
５日

１９日
１３日
２７日
６日

２０日
４日

１８日
１２日
２６日

12月 開催時間

１９日

１０日

２５日

９日

１５日

１１日

２２日

１２日

10月 11月 12月

ふまねっと運動 シエンひろば

※日付に〰がある日は、祝日等と重なっている為、開催日を変更しています。

７日
２１日

１５日㈫
２８日
４日
１８日
９日
２３日
１０日
２４日
１７日
３１日
８日
２２日
９日
２３日

1月

１８日

９日

２４日

８日

２１日

１０日

２８日

１１日

２１日

１２日

２７日

１１日

１７日

１３日

２５日

１４日

1月

「ふまねっと運動」は高齢者を対象とした事業
で、歩行機能改善や認知機能改善等が期待され
ています。当日参加できますのでお気軽にご参
加ください。
★参加料：無料
★持ってくるもの：飲物、タオル
★運動のできる服装でお越しください
★弥生が丘地区はシューズが必要です。

　「まちづくりシエンひろば」は、高齢者を
対象としたおしゃべりの出来る楽しい「ひろ
ば」です。どなたでも好きな会場に参加でき
ますので、お気軽にご参加ください。
参加は無料で、ちぎり絵、絵手紙、折り紙等
作成の準備をしておまちしております。

ボランティア紹介ボランティア紹介
　まちづくりシエンひろばは、ボランティア連絡協
議会加盟の団体や地域ボランティアで活動されてい
る皆様にご協力いただき開催しています。笑手紙や
ちぎり絵、また楽器演奏に合わせて歌を歌ったり、
折り紙の折り方等の提供などをしていただいていま
す。
　７月１１日（水）には麓まちづくり推進センター
の「ふるさと学級」のサークル紹介で「麓みどりの
会」や参加者の皆様と一緒に“まちづくりシエンひ
ろば”についての紹介をしました。
　ボランティア協力を必要とされている方や活動に
興味を持たれている方はぜひ、鳥栖市社会福祉協議
会までお問い合せ下さい。☎８５－３５５５

（H30.7.11麓まちづくりセンターに於いて）
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★サポーター養成講座を開催しました★
ご自分のお子さまがいても一緒にサポートできるという事で、子育て真っ最中
のママたちも、たくさん参加されました。

　７月２日（月）に行われた救急法（幼
児安全法）の様子です。サポーターに
なるため熱心に皆さん頑張られていま
した。既存のサポーターさんや指導者
向けに秋には上級編を開催します。
（詳しくは次ページに記載しています。）

講座・実習を経てサポーターとして活動

協力活動★多胎児の講座にて集団託児を行いました★……
『多胎児育児を知ろう』と題して講座が開催されました。そこで、ファミリー・
サポート・センターは講座に参加される双子ちゃんたちの託児で協力させてい
ただきました。

★ファミサポの利用について★

※利用対象者→赤ちゃんから小学３年生まで（要相談）
※基本料金→１時間あたり６００円・別途、交通費
　　　　　　（キャンセルが発生した場合、
　　　　　　料金をいただく場合がございます）
※利用方法→事前登録が必要です。まずはお電話にてご予約下さい。
　受付時間　平日　９時～１６時　　　　TEL　８１－５４７７

サポートの様子講座の様子
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　市社協子育て支援センターでは、子育て支援に関わっている方を対象に、幼児救急法上
級を実施いたします。子どもたちがケガなどした時のために、スキルアップしませんか？
実施日時：30年 10月 2日（火）　13時 30分～ 15時
対　　象：子育て支援関係者　
場　　所：鳥栖市社会福祉会館　体育館
指　　導：日本赤十字社
持ってくる物：バスタオル
申込み・問い合わせ：市社協子育て支援センター
　　　　　　　　　　８５－３６１６

　児童センターでは、7月23日～8月24日に
小学生夏休み教室（18教室）を実施いたし
ました。応募者数のべ1,697名、参加者数の
べ2,305名でした。

　８月21日（火）に、お母さん達が中心と
なり就園前の子ども達を対象に「なつまつ
り」を実施いたしました。段ボール迷路やお
みやげなどお母さん達が
手作りをし230名の
参加があり、とても
賑やかな一日と
なりました。

　平成 30年 8月 17日（金）
劇団鳥獣戯画の皆さんに
「むずむずうずうずコンサート」
を公演していただきました。

　平成 30年 8月 17日（金）
劇団鳥獣戯画の皆さんに
「むずむずうずうずコンサート」
を公演していただきました。
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　当センターでは、鳥栖市内在住で身体障害者手帳をお持ちの方を対象に仲間づくり、
生きがいづくり、また安心して楽しく過ごして頂くためのお手伝いとして下記講座と生
活相談を実施しています。興味のある講座はいくつも受講することが出来ます。
詳しくは、鳥栖市身体障害者福祉センターまでお尋ねください。

福祉生活相談

リハビリテーション

絵画講座 パソコン講座

書道講座陶芸講座

生花講座

洋裁講座 編物講座

講座のご案内
鳥栖市身体障害者福祉センター


